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KaiC リン酸化リズムの基本サイクルの解明　上記の発見後、in vitro の
再構成系を利用し，その基本的性質を明らかにした。KaiC は２つの隣
り合ったリン酸化部位を持つが、SDS-PAGE の改良により４つのリン
酸化状態を分別する事に成功し、リン酸化部位の変異体を利用した解
析から、４つのリン酸化ステージの遷移は巧みにプログラムされてお
り、リン酸化・脱リン酸化が次のプロセスを決定している事が明らか
になった（Nishiwaki et al EMBO J, 2007）。さらに KaiA と KaiB の
結合を解析すると、リン酸化・脱リン酸化に呼応し、KaiC との相互
作用もプログラムされている事が確認された（Kageyama Mol Cell, 
2006）。従って、ATP が供給されれば KaiC リン酸化プログラムは進
行出来るのだが、その速度がどのように制御されているかは、不明で
あった。

周期を規定する KaiC の ATPase 活性の発見　我々は KaiC の ATPase
活性に極めてユニークな特徴を見出した (Terauchi et al PNAS 2007)。
KaiC には、2 つの ATP 結合モチーフがあり、ATP 依存的にリング状
の 6 量体を形成する。この構造は recA などの ATPase と類似するが
これまで KaiC の ATPase 活性は検出されていなかった。そこで HPLC
を用いて KaiC の ATPase 活性を長時間測定した結果、KaiC には非常
に低い ATPase 活性（KaiC １分子が１日に加水分解する ATP はわず
か 16 分子）があることが明らかになった。驚くべきことに、この微弱
な活性は温度の影響を受けない極めて安定なものであり、周期変異型
KaiC の活性の解析から概日時計の振動数（周期の逆数、即ち時計の速さ）
と KaiC の ATPase 活性は正比例することが明らかになった。この温度
補償された極めて弱い ATPase 活性が概日時計の速さに比例する事実
は、概日リズムの眞の発生機構と深く係っていることを示している。

図２　KaiC の ATPase 活性
a) 温度補償性　リン酸化状態、KaiA,KaiBの存在に関わらず温度の影響を受けない
b) 振動数と活性　 概日振動の速度と ATPase 活性は比例する
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マイクロ・ナノメカトロニクスを用いた三次元バイオアセンブリ
3D Bio-Assembly based on Micro-Nanomechatronics

プロジェクト期間 :　平成 25 年度～平成 27 年度

近年，生命システムの最小機能単位である細胞における局所環境
の解析や制御について研究が活発であり，3 次元組織構築への応用
に注目が集まっている．
　申請者は，このような背景の基，マイクロチップ・ナノピペット
による局所環境計測・制御技術や，ナノツールを用いて単一細胞の
物理化学特性を低侵襲に計測・操作するといった新規ナノバイオ環
境制御システムを世界に先駆けて構築してきた．特に，ナノマニピュ
レーション技術によりバイオナノツールをマイクロメートルサイズ
の細胞に対して応用し，これまで不可能であった局所環境と細胞
応答の関係を明らかにした．また，マイクロメートル精度で患者の
血管構造を模擬した血管内手術シミュレータ “EVE(Endovascular 
Evaluator)” を提案し，血管内治療に関わる医療技術の評価やテー
ラーメイド人工血管足場への応用について取り組んできた．

　本研究提案では，これまでの成果を発展させ，細胞のナノスケー
ルの局所的な機械的・電気的・化学的情報の取得をリアルタイムに
取得することを目指す（図１）．これまで画像処理ベースで計測し
ていた物理量の取得を，マイクロ・ナノデバイスを構築し直接的に
高応答性を保ち計測する．マイクロ・ナノマニピュレーション技術
を併用することにより，細胞へのナノスケールの細胞リアルタイム
モニタリングシステムを構築する．また，細胞をアレイ化すること
で，細胞解析をシーケンス処理することで高効率化し，さらにナノ
マニピュレーションシステムの自動化を達成することで，従来の手
動操作と比較し，ナノスケールのリアルタイムモニタリングシステ
ムを構築する．
　さらに，これまで構築してきたマイクロロボティクスマニピュ
レーションシステムとマイクロ流体チップによる細胞操作技術を発
展させた並列型細胞播種システムを構築する．これにより，一括し
て細胞をアセンブリすることで，細胞システムの 3 次元バイオアセ
ンブリ技術の確立も目指す．
　本プロジェクトは，マイクロ・ナノスケールからマクロスケール
にわたる広域で微細な作業を行うための工学的操作技術（マルチス

ケール操作）に着目し，これをベースにした工学とバイオ分野，医
療分野との融合による学際的な研究を推進・深化させる特色を持つ
研究である．以下に特色・独創性を挙げる．
(1)	 マイクロ・ナノデバイスの構築とシステム化を行い，低侵

襲かつ高精度に細胞及び足場間のインターラクションをリ
アルタイムに計測し，細胞・足場複合体の In vitro におけ
る新規評価技術を確立する点は，世界的にも新しい試みで
ある．

(2)	 単一細胞周囲の局所的な環境の計測・制御を出発点に，複
数細胞間のインターラクション，細胞・足場複合体の In 
vitro 培養及び摩擦抵抗力・機械的強度・多層間付着力など
の計測・評価技術について研究を深めることは，3 次元機
能性複合組織を形成する基礎となりうる．

(3)	 本研究で提案する並列型細胞播種システムは，ナノデバイ
スにより評価・選別した細胞をマイクロデバイス中で高効
率にアレイ化し２元細胞播種の上，積層化することで３次
元細胞アセンブリを行う技術を確立するものであり，次世
代基盤技術となる独創的なものである．

(4)	 さらに，これらの技術により，細胞内・外あるいは細胞間
における化学的・力学的相互作用を能動的に引き起こし，
細胞の応答計測→操作の繰り返しによるフィードバック情
報の取得することは，細胞組織評価法・研究法としても役
立つ．

以上の研究と類似する研究が，米国・フィンランド・ドイツ・
フランス・イタリアの研究機関によって開始されてきた．これ
らの研究成果は，国際会議 (ICRA: IEEE Int. Conf. on Robotics 
Automation, IROS: IEEE/RSJ Int. Conf. on Intelligent Robots 
and Systems) において，外国人研究者も交えてワークショップを
行い，各国の研究をリードして活発に議論している．

また，現在まで，ドイツ・オーストラリア・インドネシア・マレー
シア・米国などの国々において，本分野に関わる共同研究・人材
交流を行っている．

ナノスケールのリアルタイムモニタリングシステムは，細胞の特
性や活性状態の定量的な評価する新しい技術として，医学・薬学・
生物学分野の基礎的な研究開発において極めて重要で、スクリーニ
ング技術や薬剤反応試験、細胞システムの解明などの様々な応用が
展開できる．

また，本研究で提案する並列型細胞播種システムは，細胞を３次
元的に組み立てて任意の細胞組織を実現する基盤技術として，再生
医療・生体システムの解明・バイオニックシミュレータなどの工学・
生物学・医学分野の複合領域における先駆的な研究である．特に，
現在，幹細胞・iPS 細胞などを用いた新しい生物工学の潮流が起き
ており，これまで構築してきたマイクロ・ナノメカトロニクス，マ
イクロ・ナノロボティクス技術を応用した新しい分野を切り開くこ
とで，次世代産業創出し，本分野のさらなる促進と発展が可能となる．
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NANTEN2 による分子雲広域観測を主軸とする
革新的な波長横断的宇宙研究
An Innovative Multi-wavelength Study of the Universe based on the Wide-scope Molecular Observations with NANTEN2

プロジェクト期間 :　平成 25 年度～平成 28 年度

宇宙は 137 億年前にビッグバンによって誕生し、膨張する時空の
中で、ダークマターの重力によってバリオンが凝縮し、星・銀河が形
成され進化を続けてきた。宇宙進化の仕組みを理解することは、人類
共通の関心の的である。本研究は、星間分子雲の広域観測を基軸とし
て最先端研究を展開し、現代天文学の重要課題である次の４点を解明
することを目標とする。

1)「大質量星の形成」
2)「宇宙線の起源」
3)「銀河中心核の活動」
4)「宇宙背景放射の分布」

　このように多岐にわたる研究課題の実行は、決して非現実的なもの
ではない。申請者は、1980 年代から小型望遠鏡の広視野性を生かし
た分子雲観測で、世界的に独自の研究領域を拓いた。特に 1996 年に
開始した南半球の適地チリからの観測によって、分子雲観測を飛躍的
に発展させた。また、最近10年間の世界的な多波長観測の進展によって、
分子雲と比較しうる多波長データとの比較研究を進め、上の４課題に
関する成果をあげてきた。特に、ガンマ線・赤外線・サブミリ連続波
との比較によって、分子雲を基軸とする総合的研究を、理論研究を含
めて具体化し、最近 6 年間で 80 編を超える査読論文を発表している。
　過去 30 年間にわたり、世界の当該分野の趨勢は口径 10m 以上の
大型電波望遠鏡による分子雲観測にあった。しかし、10m 級望遠鏡
の視野は狭く、広域観測は不可能である。口径 4m という小型望遠鏡

「なんてん」の広視野性 ( 角度分解能 2.6 分角 ) に着目して広域観測
を遂行してきたのは、申請者グループのみである。その成果として、銀河
系・マゼラン雲を含む史上最大の 100 万観測点を超える広域分子雲
地図が取得された。これが可能になったのは、1996 年南米チリの観
測の適地に望遠鏡を移設したこと、および、同グループが世界最高感
度の超伝導受信機の開発に成功したことによる。同種の分子雲観測と
してハーバード大 (Center for Astrophysics) の 1.2m 鏡による広域
観測があるが、分解能 (8.8 分角 ) が低すぎるために個々の分子雲を分
解できなかった。本研究では、「なんてん」の観測をさらに発展させ
た総観測点数 2000 万点 (20 倍増 ) の分子雲観測 NASCO(NANTEN 
Super CO survey) を遂行して、最新の多波長観測との比較を進め、
上の 4 課題を達成する。
　申請者グループは、国際的な共同研究にも深くコミットしている。
Spitzer 観測衛星等との国際的共同研究チーム (SAGE) 他に加わり、
2003 年以降多くの成果を挙げてきた。また、４m 望遠鏡「なんて
ん」の運用は、名大をリーダーとする世界 6 か国 11 大学の共同で進
められている。受信機の一部をドイツ、通信回線等をオーストラリア
が担当し、全体を名大が総括している。これらの国際協力は、JSPS
の各種プログラムにより支援され、高く評価されてきた（先端研究
拠点事業 [2005-2009]、若手の組織的派遣 [2009-2013]、頭脳循環
[2010-2013] 他）。

研究目的の詳細
　以下では、紙面の制約により、主に課題の 1) と 2) に重点を置いて
詳細を説明する。

1) 大質量星の形成
　大質量星は、8 太陽質量以上の星である。太陽程度の小質量星と比
べて、100 分の１の頻度でしか形成されないが、紫外線・星風・最
終進化段階の超新星爆発によって、星間空間と銀河進化に強い影響を
与える。小質量星の形成機構は 1990 年代までによく確立されたが、
大質量星の形成機構は大きな謎とされてきた。最近の総合報告にお
いても ( 例　Zinnecker & Yorke, 2007, ARAA 45, 481,  “Toward 
understanding massive star formation”)、大質量星形成の理論的モ
デルとして、質量降着説と恒星衝突合体説等が論じられているが、い
ずれも大質量星形成を説明するには至らず、状況は混迷している。
　2009-11 年、申請者らは、この問題を解く意外な、しかし、説得
力ある糸口を見出した。10 個以上の大質量星を含む竜骨座の巨大星

団 Westerlund2 が、2 個の巨大分子雲の衝突で形成されたことを発
見したのである (Furukawa, Fukui et al. 2009 ApJ, 696, 115 )。つ
いで、射手座の M20 領域においても、2 個の小質量分子雲の衝突が、
大質量星を含む星団を形成したことを発見した (Torii, Fukui et al. 
2011 ApJ, 738, 46)。これらの発見は、大質量星形成において規模
の大小に関わらず、雲同士の衝突が重要な役割を果たしていることを
初めて観測で示したものである。申請者らによって同様の発見がその
後相次ぎ、2012 年 2 月時点で、分子雲同士の衝突が星形成を誘発し
ている例が、20 例以上発見されている ( 未発表 )。衝突による星形成
率は、銀河系全体の星形成率の 10% を超え、極めて普遍的である可
能性がでてきた。衝突による 2 個の雲の境界面では毎秒 10km/s 以
上の収束流が発生し、中心部にガスが効率よく降着する。理論研究に
よれば、大質量星の形成には 10-3 太陽質量 / 年程度以上の大きな質
量降着率が必要であり、通常の自己重力のみで説明するにはこの値は
大きすぎる。小質量星形成における質量降着率は、2 桁低い 10-5 太
陽質量 / 年程度である。雲衝突は、この大きな質量降着率を衝突速度
によって説明できる点で、画期的なブレイクスルーをもたらす可能性
がある。
　本研究では、以上の成果をふまえて銀河面全体に視界を拡大し、赤
外線で発見された 300 個を超える大質量星形成領域について雲衝突
の有無を検証し、理論的な数値シミュレーションとの比較によって、
大質量星形成の一般論を確立することを目指す。最近の赤外線観測衛
星 [2003 年 Spitzer、2006 年「あかり」、2009 年 Herschel] によって、
感度と分解能は飛躍的に向上し、「銀河面内の約半分」について従来
を 1 桁以上超える数の大質量星を検出することが可能になり、本格的
な大質量星研究の基盤が築かれた。しかし、赤外線観測のみでは天体
の光度などの物理量が決められない。「なんてん」の広範な分子雲デー
タが世界で唯一、系統的に赤外線源の速度情報をもたらし、赤外線源
の距離を求める決め手となる。
　「なんてん」による新広域観測 NASCO によって網羅的に母体雲の
衝突を検出し、Mopra22m 鏡 ( オーストラリア ) 等でフォロウアッ
プを行い、個々の形成途上の大質量星については、ALMA による超
高分解能観測を実行する計画である。これらの観測によって、大質量
原始星におけるガス流の運動と形状を解明し、温度・密度等の物理状
態を導く。これは、宇宙初期における大質量星・球状星団形成の理解
にも繋がる波及効果を持つと期待される。関係する理論研究については、
磁気流体力学専門とする犬塚修一郎(名古屋大)、井上剛(青山学院大)、
羽部朝雄 ( 北海道大 ) の各氏と共同して行なう。本計画によって、研
究史上初めて大質量星形成機構が解明されると期待される。

2) 宇宙線の起源
　宇宙線は 1912 年に発見された宇宙の高エネルギー粒子である。そ
のエネルギーは、空気中分子の 10-20 桁以上にのぼり、星間物質の
電離などを通して宇宙の進化に大きな影響を与える。宇宙線の主要成
分である宇宙線陽子の起源として、超新星残骸での加速が有力視され
るが、観測による検証例がなかった。ガンマ線は宇宙線により放射さ
れるため、ガンマ線観測が宇宙線起源を解明する上で重要である。宇
宙線陽子は、星間陽子と衝突して中性パイ中間子を作り、その崩壊に
よってガンマ線が発生する。同時に、電子起源ガンマ線の可能性もあり、
両者を区別することが宇宙線陽子起源解明の鍵を握る。2005 年以降、
ガンマ線観測 (HESS, Magic, VERITAS, Fermi, AGILE 等の観測衛星・
地上望遠鏡による ) の進展によって、高空間分解能のガンマ線分布が
得られ、宇宙線の起源の理解が具体的な課題となった。
　従来、ガンマ線のスペクトルの特徴が陽子起源と電子起源で異なる
ことを利用して、両者は区別できると考えられていた。しかし、実際
には、宇宙線陽子の星間ガスへの侵入の深さが宇宙線エネルギーとガ
ス密度によって異なることから、星間物質の分布によってガンマ線ス
ペクトルは大きく変動し、スペクトルは決め手にならないことが明ら
かになった。申請者らは、星間物質の観点から、分子雲観測をもとに
TeV ガンマ線超新星残骸 RXJ1713.7–3946 の全星間陽子 ( 原子と分
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子の両方 ) の分布を導き、ガンマ線と陽子の空間分布がよく対応する
ことを明らかにした（Fukui et al. 2012, ApJ, 746, 82）。これは、陽
子起源ガンマ線の必要条件を TeV ガンマ線超新星残骸において初め
て示したものであり、宇宙線陽子起源を立証する大きな一歩と位置づ
けられる。超新星残骸は角度で 1 度程度の広がりを有し、その全体
について星間雲の分布を知る必要があるが、この要請を満たす分子雲
観測は「なんてん」によるものしかない。申請者らは、分子雲観測の
結果をふまえて、超新星残骸と星間物質の相互作用を考察し (Inoue, 
Inutsuka, Yamazaki, & Fukui 2012, ApJ, 744, 71)、分子雲の存在領
域での衝撃波の伝播の詳細を明らかにして、Fukui et al. (2012) の妥
当性を理論的にも示した。
　本計画において申請者は、他の 20 個程度のガンマ線超新星残骸に
同じ手法を適用して陽子起源の一般性と宇宙線加速の時間発展を明ら
かにすることを目標とする。NASCO を活用する研究手法はすでに確
立しており、HESS、Fermi、AGILE 等との国際協力体制も整備され
ている。これによって、長年の懸案の解明が大きく進み、宇宙線起源
が超新星残骸であることが確立されると期待される。
	

3) 銀河中心核の活動
　銀河の中心部は、しばしば大質量ブラックホールを擁し、恒星と星
間物質が強く集中する特異領域である。我が銀河系中心にも大質量ブ
ラックホールがあり、距離も近いことから、銀河中心核の活動を解明
する上で重要な対象である。Fukui et al. (2006, Science , 314, 106)は、

「なんてん」広域観測からこの領域に分子雲の巨大なループを発見し、
Parker(1966) が予言した磁気浮上ループであることを提唱した。こ
れは 40 年を経て理論予想を実証したものであり、太陽系近傍の磁場
よりも100倍以上強いミリガウスに近い磁場が銀河系中心部に存在し、
ガスの力学に強く影響することを示した成果である。
　さらに 2011 年、新たな「なんてん」による観測から、赤外線の
二重螺旋構造 (Double helix nebula) に付随する分子雲を発見し、大
質量ブラックホールにつながる分子雲の柱状構造を示すことを明らか
にした。これは、我が銀河系中心核にもブラックホールに起因する大
きなジェットが存在することを意味する（Enokiya, Torii, Fukui et al. 
2012 submitted to ApJ）。二重螺旋は、強い磁場に特徴的な構造で
あり、銀河系中心部のブラックホール周辺の磁気活動が強く示唆される。
　本計画では、以上の成果をふまえて「なんてん」による高励起分子
雲観測を行ない、松元亮治 ( 千葉大 )、町田真美 ( 九州大 ) 両氏らの理
論研究とも連携して、銀河中心での磁気活動の解明を進める。

4) 宇宙背景放射の精密な分布
　ビッグバン直後に放たれた電磁波は、宇宙背景放射として観測される。
2003 年 WMAP 衛星の観測によって宇宙背景放射の高感度観測が実
現し、宇宙年齢137億年をはじめとして多くの詳細が明らかになった。
現在の注目の焦点は、2009 年より観測を始めた Planck 衛星である。
これは、主にサブミリ波連続波で宇宙背景放射の精密観測を狙うもの
であるが、前景成分である星間分子雲等との切り分けが成果を大きく
左右する。申請者グループは、2005 年より Planck 共同研究に参
加し、分子雲観測を中心に精密な宇宙背景放射の導出に加わっている。
2011 年の第１期成果に続き、2013 年初頭に第２期成果の公表を予
定している。現在観測結果の予備解析中であり、2013 年より本格的
な背景放射の解析を行う計画である。申請者グループは、史上最高の
分子雲観測NASCOを用いた初期解析を担当している。本研究期間中に、
最終的な宇宙背景放射の導出を完了できる見通しであり、インフレー
ションの観測的検証など、初期宇宙の重要なパラメータの決定に寄与
できる見込みである。なお、本計画には、竹内努・市來淨與両氏（名大）
らが参加している。
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整環の表現論に現れる三角圏（導来圏、団圏、安定圏）の研究
Triangulated Categories in Representation Theory of Orders

プロジェクト期間 :　平成 25 年度～平成 28 年度

多元環の表現論は, Auslander とReiten による圏論的手法の導入, 
Gabriel の箙（クイバー）による幾何的・組み合わせ論的手法の導入 , 
Drozd や Roiter らによる行列問題の導入などを契機として , 1970 
年頃に数学の一分野として成立した . 中山正 , 東屋五郎 , 森田紀一
の流れを汲む , 日本の太刀川スクールの貢献も大きい . 以降 40 年
あまりの間に , 多元環の表現論は著しい発展を遂げたが , 特に今世
紀に入ってからの団（クラスター）理論周辺の発展には目覚ましい
ものがある . 研究対象の普遍性ゆえか , 量子群・可換環論・代数幾
何学・数理物理学など , 様々な分野から注目を集めている分野でも
ある .

整環は可換とは限らない結合的多元環の中で , 最も基本的なクラ
スの一つである . 体上の有限次元多元環と可換 Cohen-Macaulay 
環を共通に一般化した数学的対象であり , 有限群の群環や箙（クイ
バー）の道多元環などが良く知られている . 整環の表現論とは , 整
環上の加群圏の構造を調べるものである . 本研究計画の中心概念と
して , 団（クラスター）傾部分圏・団傾加群があげられる . これは
数年前に申請者によって高次元 Auslander-Reiten 理論の基本概念
として導入されたものであり , 最近は団（クラスター）理論や非可
換特異点解消への応用からも注目を集めている . 本研究計画では , 
高次元 Auslander-Reiten 理論を焦点として , 整環の表現論を深化
させる事を目標とする .

以下 , R を d 次元完備正則局所環（例えば体 K 上の d 変数巾
級数環）とする . 本研究の対象である R 整環とは , R 多元環のう
ち R 加群として自由でランク有限なものである . d = 0 の場合は
体 R 上の有限次元多元環であり , Λ が可換な場合は可換 Cohen-
Macaulay 環である . R 整環Λ の表現論とは , Cohen-Macaulay 
Λ 加群（＝ Λ 加群のうち R 加群として自由でランク有限なもの）
の成す加法圏CM(Λ) の構造解析を通してΛ を研究するものである. 
Auslander-Reiten 理論により , CM( Λ ) の圏構造の基本単位とな
る概分裂完全列が得られ , 特に圏構造を視覚化した AR 箙を描く事
が可能となる . 例えば 2 次元商特異点の AR 箙は , McKay 箙と一
致する . 

直既約 Cohen-Macaulay Λ 加群を有限個しか持たない有限表
現型整環が基本的である . 代表例としては , Dynkin 型箙の道多元
環 (d = 0), Bass 整環 (d = 1), 商特異点 (d = 2) が挙げられる . 有
限表現型整環の分類は古典的な問題であり , d = 2 次元の場合に
は Reiten-Van den Bergh により分類が与えられているが , d = 
0, 1 を含め他の次元では知られていない . 2 次元の特殊性は , 圏
CM( Λ ) に概分裂完全列を補完する基本列が存在し , それによって
圏構造を完全に把握する事が可能となる点にある .

申請者はこの点に着目して , 圏 CM( Λ ) の n 団傾部分圏と
いう性質の良い部分圏を導入し , それを研究対象とする高次元
Auslander-Reiten 理論を提唱した . ここで n は自然数であり , 1 
団傾部分圏は CM( Λ ) 自身に他ならない . 申請者は n 団傾部分圏

には n 概分裂完全列が存在する事 , さらに n = d − 1 の場合には , n 概
分裂完全列を補完する n 基本列が存在する事を示した . また d 次
元孤立商特異点Λ が , 自然な (d − 1) 団傾加群を持ち , その AR 
箙が McKay 箙と一致する事を示した . これらは上で述べた古典
的 Auslander-Reiten 理論における , d = 2 次元の特殊性の一般
化となっており , これより n 団傾部分圏の研究は (n + 1) 次元の
Auslander-Reiten 理論と捉えられる .

可換環論における大域次元は , 代数多様体の非特異性をホモロ
ジー代数的に計るものであり , また大域次元が有限である完備正則
局所環の構造論は Cohen の構造定理で与えられる . 一方 , 非可換
環論でも , 大域次元は環の複雑性を計る重要な指標である . 例えば , 
大域次元が 0 である有限次元多元環は半単純環に他ならず , 構造論
は Artin-Wedderburn の定理で与えられる . また , 大域次元が 1 
である有限次元多元環は , 構造論的には箙の道多元環に他ならず , 
表現論的にも古典的な対象であり多くの性質が知られている . しか
し大域次元が 2 以上の場合には , 一般的な研究はほとんど知られて
いなかった .

n 団傾部分圏が直既約加群を有限個のみ含む場合 , それらの直和
を n 団傾加群（n 団傾対象）と呼ぶ . 1 団傾加群を持つ整環は , 有
限表現型に他ならない . 申請者は , 有限次元多元環 (d = 0) の場合
に「n 団傾加群の全体」と「大域次元と支配次元がともに n+1 の
多元環の全体」の間の一対一対応を与えた. これは片や表現論的性質, 
片やホモロジー代数的性質という , 全く異なる性質の間の直接的な
関係を与えるものである . n = 1 の場合が古典的な Auslander 対応
であり , これは歴史的には Auslander-Reiten 理論の雛形を与えた . 
つまり高次元 Auslander-Reiten 理論は , 大域次元が有限の多元環
に対して , 新しい表現論的アプローチを可能にしたといえる .

以上のように , 整環の表現論固有の問題意識から生じた高次元
Auslander-Reiten 理論であるが , 実際に以下の (a)(b) で示すよう
に豊かな応用を持つ .
(a) 申請者の以上の研究と同時期に , 箙やポテンシャル付き箙
に対して n 団圏が導入された . これは関手的同型 Hom(X,Y) = 
DHom(Y,X[n]) を持つ n カラビ・ヤウ三角圏であり , 団（クラス
ター）理論における重要な対象である . 団理論とは , 2 団圏を用い
て Fomin-Zelevinsky の団代数を用いて研究するものであり , 量子
群や可積分系 , Poisson 幾何 , Donaldson-Thomas 不変量などと
の関係に触発されて , 近年爆発的に発展した . 例えば数理物理学に
おけるベーテ仮説を背景に持つ , 周期性予想の解決に応用されている . 
三角圏の持つ豊かな構造が , 団代数の構造解析に強力な道具を提供
する（圏論化）のだが , 団理論における中心概念も , 上で述べた 2 
団傾対象なのである . 申請者は団理論に触発され , 一般の三角圏に
対しても高次元 Auslander-Reiten 理論を拡張し , さらに変異と呼
ばれる操作を導入した . それは n 団傾対象の直和因子を別のものに
取り替えて , 新しい n 団傾対象を構成するものであり , 今日では団



292013

理論において必要不可欠となっている .
(b) 有限表現型整環の重要な例として , 非特異整環が挙げられる . 
これは大域次元が d となる整環であり , この時 CM( Λ ) は有限生
成射影Λ 加群から成る . 非特異整環の概念は , 近年 , 代数幾何学で
も非可換クレパント特異点解消に現れ , さらに近年注目されている
カラビ・ヤウ多元環や非可換代数幾何学の古典的な研究対象である
Artin-Schelter 正則環とほぼ同値な概念である . 申請者は , 一般に
(d − 1) 団傾加群の自己準同型環は , 非特異整環となる事を示した . 
特に , 変異の理論を非可換クレパント特異点解消の研究に応用する
事が可能となった .　

多元環の表現論の基本理論として , 傾理論が挙げられる . これは
環の導来圏の間の同値を扱う , 一種の森田理論である . 傾理論の中
心概念は傾対象であり , これには鏡映関手に始まる長い歴史がある . 
2 つの環Λ , Λ ´ が導来圏同値となる必要十分条件は , Λ の導来圏
の傾対象で , 自己準同型環がΛ ´ となるものが存在する事である . 
上で述べた団理論は , 2 カラビ・ヤウ三角圏における傾理論の類似
物であるという一側面がある . 箙 Q の n 団圏 Cn(KQ) に対しては , 
導来圏からの自然な被覆関手 D(KQ) → Cn(KQ) が存在し ,　Cn(KQ) 
の任意の n 団傾対象は , D(KQ) のある傾対象から得られる . このよ
うに団理論と傾理論には密接な関係がある . 一般的に団理論の方が
高い対称性を持ち , それが団代数の組み合わせ論的構造に反映され
るのだが , t 構造などを持つ傾理論の方が扱いやすい場合も多い .

上で述べたように , 2 団圏は団理論において重要な三角圏である . 
2 団圏は , ポテンシャル付き箙に対して定義されるものだが , 箙が
サイクルを持たない場合には , 2 団圏の 2 団傾対象と , 団代数の生
成系の間に一対一対応が存在する事が知られている . 箙がサイクル
を持つ場合に , この一対一対応がどの程度成り立つのかを研究する
予定である . より具体的には 2 団圏において , 2 団傾対象全体の変
異の繰り返しによる同値類を決定する事を目標とする . これには , 2 
団傾対象の指数という不変量が有効であると考えている . また以下
で述べる , 導来圏の準傾対象やτ傾加群も一つのアプローチを与える . 

申請者は以前 , 三角圏における傾対象を一般化した準傾対象を導
入し , 準傾対象の直和因子を別のものに取り替えて , 新しい準傾対
象を構成する変異の操作を定式化した . これは n 団傾対象の変異の
類似だが , 傾対象を拡張して準傾対象まで扱う事により , 初めて可
能になるのである . 重要な問題として , 有限次元多元環の導来圏に
おいて , 準傾対象全体の変異の繰り返しによる同値類を決定するこ
とが挙げられる .
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第 8 回高等研究院レクチャー ｢近代を問う東アジア｣ が、平成
25 年 1 月 28 日（月）、坂田・平田ホールにおいて、本学教職員、
学生や一般の方々など約 180 名の参加を得て開催されました。

レクチャーは、安藤隆穂高等研究院副院長の司会により進めら
れ、まず、安藤副院長が、高等研究院が進めている、思想史を中心
とした東アジアとの研究交流を紹介しながら、「近代を問う東アジ
ア」を今回のレクチャーの主題とした経緯と意義について説明しま
した。続いて、ヒューム研究でよく知られる、慶応義塾大学教授の
坂本達哉先生が、「私のヒューム研究と日本の社会思想史研究」と
題して、ヒューム研究史を振り返りながら、日本における西欧思想
の研究と受容の問題点を明らかにし、東アジアにとっての西欧近代
の意味を分かりやすく語りました。次に、ハックスリーの『進化と
倫理』やスミスの『国富論』等いち早く翻訳し、中国の福澤諭吉と
言われる厳復の研究で世界に知られる Kirill Thompson 国立台湾大
学高等研究院副院長が、「厳復 : 伝統の近代の間」と題し、スペンサー
による社会進化論と老子の中心思想である「道」との共通点を見出す
などして、自由と創造について思索した中国の啓蒙思想家の厳復の
姿を明らかにしました。続いて、社会思想史研究で高名な日本学士
院会員の水田洋先生が、東アジアにおける西洋近代思想の受容とそ
の意義について自分の研究体験を盛り込みながら、総括コメントを
しました。それぞれの講演後には、活発な質疑応答が行われ、熱気
溢れる盛況となりました。参加者からは、「素晴らしかった」、「良
い刺激になった」との感想が多数寄せられました。

第 8 回高等研究院レクチャーを開催

これまでの活動報告・ニュース

名古屋大学レクチャー「青色 LED が拓いた光の革命」が、平成 24
年 10 月 6 日（土）、豊田講堂において開催されました。

同レクチャーは、本学主催する最も重要な講演会の一つで、今回で 8
回目となります。分野を問わず、世界的に著名な研究者の講演を広く一
般市民の方々に公開し、現代世界の最高の「知」に触れてもらうために
行われるものです。講演者には、本学で最も栄誉ある「名古屋大学レク
チャラー」の称号の授与および表彰楯が授与されます。

今回の講演者は、青色 LED（発光ダイオード）の発明者の本学特別
教授・高等研究院アカデミー会員・名城大学終身教授の赤﨑勇博士で
した。赤﨑博士は、何十年もの長い歳月をかけ、地道な努力、屈強な精
神力、そして他に類のない研究遂行能力によって、窒化ガリウムを用い
た高輝度の青色 LED の開発を成し遂げました。青色 LED の発明によっ
て初めて LED で全ての色を表現することが可能となり、白熱電球から
LED 照明への光の革命をもたらし、「現代のエジソン」と評されており、
文化勲章の受章やエジソン・メダルの受賞など、国内外から高い評価を
受けています。

当日は、まず、濵口総長があいさつを行い、次いで、「知の拠点」シン
クロトロン光センター所長である竹田美和名古屋大学特任教授が、「青色
LED の意義」と題し、青色 LED の基礎や赤﨑博士の人柄について、分
かりやすく解説しました。

それに続く名古屋大学レクチャラー称号の授与式ならびに表彰楯の贈
呈式では、総長から赤﨑博士に「聖人が現れ、平和で学問が尊重される

平成 25 年 1 月 28 日（月）　14:00 〜 17:00

名古屋大学理学南館坂田・平田ホール

名古屋大学レクチャー「青色 LED が拓いた光の革命」
を開催

日　時

場　所

スケジュール

14:00 〜 14:20

14:20 〜 15:10

15:10 〜 15:30
15:30 〜 16:30

16:30 〜 16:50

16:50 〜 17:00

「思想史から見る近代」
安藤隆穂　（名古屋大学高等研究院副院長）

「私のヒューム研究と日本の社会思想史研究」
坂本達哉　（慶応義塾大学教授）
休憩

「厳復：伝統と近代の間」
Kirill O. Thompson　

（国立台湾大学人文社会高等研究院副院長）
「総括　近代と東アジア」
水田　洋　（日本学士院会員・名古屋大学名誉教授）
閉会の挨拶（近藤孝男　名古屋大学高等研究院院長）

第 8 回高等研究院レクチャー ｢近代を問う東アジア｣ が、平
成 25 年 1 月 28 日（月）、坂田・平田ホールにおいて、本学教職員、
学生や一般の方々など約 180 名の参加を得て開催されました。

レクチャーは、安藤隆穂高等研究院副院長の司会により進め
られ、まず、安藤副院長が、高等研究院が進めている、思想史を
中心とした東アジアとの研究交流を紹介しながら、「近代を問う
東アジア」を今回のレクチャーの主題とした経緯と意義について
説明しました。続いて、ヒューム研究でよく知られる、慶応義塾
大学教授の坂本達哉先生が、「私のヒューム研究と日本の社会思
想史研究」と題して、ヒューム研究史を振り返りながら、日本に
おける西欧思想の研究と受容の問題点を明らかにし、東アジアに
とっての西欧近代の意味を分かりやすく語りました。次に、ハッ
クスリーの『進化と倫理』やスミスの『国富論』等いち早く翻
訳し、中国の福澤諭吉と言われる厳復の研究で世界に知られる
Kirill Thompson 国立台湾大学高等研究院副院長が、「厳復 : 伝
統の近代の間」と題し、スペンサーによる社会進化論と老子の中
心思想である「道」との共通点を見出すなどして、自由と創造に
ついて思索した中国の啓蒙思想家の厳復の姿を明らかにしました。
続いて、社会思想史研究で高名な高等研究院アカデミー会員・日
本学士院会員の水田洋先生が、東アジアにおける西洋近代思想の
受容とその意義について、自分の研究体験を盛り込みながら、総
括コメントをしました。それぞれの講演後には、活発な質疑応答
が行われ、熱気溢れる盛況となりました。参加者からは、「素晴ら
しかった」、「良い刺激になった」との感想が多数寄せられました。

第 8 回高等研究院レクチャーを開催

これまでの活動報告・ニュース 第 8 回高等研究院レクチャー「近代を問う東アジア」
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平成２４年１０月６日（土）15：00 ～ 17：00

名古屋大学豊田講堂

平成 24 年 7 月 24 日 ( 火 )、シンポジオンにおいて、名古屋大学若
手育成プログラム YLC 教員成果発表会が開催されました。本学の教
職員や大学院生など約 80 名が参加し、熱気溢れる盛況となりました。

同プログラムは、本学において、教育研究を将来にかけて継続的
に発展させるためには、若手教員、特に助教クラスの質的、量的な
確保が重要であることをふまえ、大学全体として継続的かつ計画的
に若手教員を採用、養成するために実施する戦略的なプログラムです。
YLC 教員は、3 年間研究と教育の研鑽を積み、終了時には国際的経
験も兼ね備えた研究者・教員として自立できることを目指します。
また、相互に切磋琢磨と交流の場として、濵口総長や近藤高等研究
院院長等も出席する、YLC 教員によるセミナーを定期的に開いてい
ます。本学独自の若手育成プログラムとして、学内外から注目されて
います。

成果発表会では、平成 22 年度採用の若手研究者 8 名が、文系分野、
生命系分野、理工系分野の 3 分野で、日頃の研究成果および今後の
抱負を報告しました。それぞれの報告後には、活発な質貌応答が行
われ、3 年間の育成期間を経て、YLC 教員の研究レベルが国際的に
見て独立研究者として十分高いレベルに達していることが確認でき
ました。最後に、濵口総長から、「これからも研究を精進し、みなさ
んの中から、坂田先生、平田先生、水田先生のような、本学が誇り
うる研究者が輩出してほしいものです」と激励の言葉がありました。

なお、これとは別途に実施する審査において、期待どおりの研究成
果を上げたと評価されれば、YLC 教員の任期の延長を認められます。

名古屋大学若手育成プログラム YLC (Young Leaders 
Cultivation) 教員成果発表会を開催

世の中になる前兆」とされる「麒麟」をモチーフにデザインされた
名古屋大学レクチャーシップの表彰楯が贈呈されました。

引き続き、赤﨑博士が、「コバルトブルーに魅せられて」と題し、
実用的な高い輝度を出す青色LEDの実現までの長い道のりについて、
講演を行いました。材料である窒化ガリウムの高品質の結晶を作る
のが困難であったため、青色 LED 技術の実現は不可能だと多くの研
究者が見切りをつけていった中、「これこそ自分の仕事だ」と決して
諦めずに、「ひとり荒野を行く」の心境で黙々と挑み続けていた青色
LED の実用化に込めた思いにも触れ、研究の神髄を感じ取ることが
できる講演となりました。最後に、「夢をもとう」「失敗を恐れない」「最
後まで諦めない」「疑問を大切にしよう」「輪（仲間、友達）を拡げよう」
と若い世代にエールを送りました。

最後に、近藤高等研究院長による閉会のあいさつがあり、大盛況
のうちに終了しました。今回は、本学教職員、一般市民等の方々な
ど 1,000 名以上が参加し、熱気溢れる講演会となりました。参加者
からは、「大変感銘を受けた」、「赤﨑博士の研究への情熱を充分に感
じられた」との感想が多数寄せられており、大変有意義なものとな
りました。

日　時

場　所

スケジュール

15:00 ～ 15:05

15:05 ～ 15:25

15:25 ～ 15:55
15:55 ～ 16:55

16:55 ～ 17:00

開会の挨拶　
（濵口道成　名古屋大学総長）
解説講演：「青色 LED の意義」
竹田美和　（名古屋大学特任教授・「知の拠点」
 シンクロトロン光センター所長）
名古屋大学レクチャー楯　贈呈式

「コバルトブルーに魅せられて」
赤﨑　勇（名古屋大学特別教授・名城大学終身教授）
閉会の挨拶　

（近藤孝男　名古屋大学高等研究院院長）

名古屋大学レクチャー２０１２
「青色 LED が拓いた光の革命～赤﨑博士の足跡～」
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全学教養科目「学問の面白さを知る」が開講された

「世界トップレベル研究拠点（WPI）」トランスフォー
マティブ生命分子研究所 (ITbM) が採択

高等研究院は、昨年度に引き続き、4 月から、毎週火曜 1 限に、経済
学部カンファレンスホールにおいて、全学部の 1 年生を対象とした全学
教養科目「学問の面白さを知る」を開講しました。

この講義は、本学に入学したばかりの学生が、高等研究院に所属する
（あるいはかつて所属した）優れた研究者の講義を聴講することにより、
学問の面白さや研究に対する心構えを知ることを目的としています。

講義は 3 つの単元から構成されており、宇宙、地球環境、生命、物
質から歴史、教育、社会までの幅広い話題について、基礎知識から最
先端の内容までわかりやすく紹介し、学問を楽しんでもらうことをね
らっています。毎回、定員 300 名いっぱいの受講生が熱心に講演に耳
を傾けています。高等研究院は、この講義シリーズを自らの啓発活動の
一環として位置しており、同講義の専用ホームページ（http://www.iar.
nagoya-u.ac.jp/Activities_Programs/IARgakumon2012.html） を 開
設しました。そこには、講義を担当する各先生の個人・研究室のページ
へのリンク、毎回の講義資料、実際の講義風景を収録した映像のファイル、
写真および優秀レポートなどを公開してあります。

WPI は、平成 19 年度に文部科学省
が開始した事業で、高いレベルの研究
者を中核とした世界トップレベルの研
究拠点の形成を目指す構想に対して集
中的な支援を行うことにより、世界か
ら第一線の研究者が集まる、優れた研究環境と高い研究水準を誇る「目に
見える拠点」の形成を目指しています。平成 24 年 10 月に同事業に採択
された名古屋大学「トランスフォーマティブ生命分子研究所」は、海外の
研究者も含めて 10 名の主任研究者（PI: Principal Investigator）がそれぞ
れチームを構成しますが、拠点長の伊丹健一郎教授をはじめ、10 名の PI
が平均年齢 43 歳という若いチームです。この研究所では、生命科学・技
術を根底から変える革新的機能分子である「トランスフォーマティブ生命
分子」を生み出すことにより、食糧・バイオマス問題、イメージング技術、
新しいバイオエネルギー等へのイノベーションが期待されます。同研究所は、
高等研究院が掲げる世界最高水準のプロジェクト研究の推進を遂行するこ
とにより、高等研究院の学術活動に貢献する予定です。

目標：	�人間を取り巻く宇宙・地球環境の中で人間が生存していくためにそれらの環
境について深い知識を学ぶ。

目標：	�人間が歴史の中でどのように学び、それをどのようにして後世に伝え、また、
どのように現代社会が運営されているのかについて学ぶ。

目標：人間・動物の命の営みとその自然環境との関わりについて学ぶ。

H24.4.17
H24.4.24
H24.5.1

H24.5.22

H24.6.19

H24.7.10

H24.7.17

H24.7.3

H24.6.26

H24.5.29
H24.6.5
H24.6.12

H24.5.15

H24.5.8

第 1 回
第 2 回
第 3 回

第 6 回

第10回

第13回

第14回

第12回

第11回

第 7 回
第 8 回
第 9 回

第 5 回

第 4 回

杉山　 直
新美 智秀
斎藤 　進

和田　 肇

高橋　 隆

近藤 孝男

飯島 澄男

八島 栄次

松岡　 信

黒田 達朗
安藤 隆穂
町田　健

佐藤 彰一

益川 敏英

理学研究科・教授
工学研究科・教授
理学研究科 / 高等研究院准教授

法学研究科・教授

医学系研究科・教授

理学研究科・教授
名古屋大学特別招へい教授 /
名城大学大学院・教授

工学研究科・教授

生物機能開発利用
研究センター・教授

環境学研究科・教授
経済学研究科・教授
文学研究科・教授

高等研究院・特任教授

名古屋大学特別教授 /
ＫＭＩ素粒子宇宙起源
研究機構機構長

暗黒の宇宙に迫る
原子・分子の流れをとらえる
化学で挑む２１世紀の重要課題

社会的正義とは

ベンチ（研究）とベット（臨床）

時を測るタンパク質について

科学は視ることから始まる

DNA はなぜ右巻きか
化学からのアプローチ

食料生産の科学

経済とは何だろうか？
思想史入門の魅力
言葉の不思議を探る

出来事と時間
―時間の現象学の試み―

科学、発展の法則

第１単元「宇宙と地球環境」

第２単元「歴史、教育と社会」

第３単元「生命と物質」

開催日 回 講師 所属・職 演　　題

開催日 回 講師 所属・職 演　　題

開催日 回 講師 所属・職 演　　題

「学問の面白さを知る」講義風景
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「博士課程教育リーディングプログラム」プログラム
「PhD プロフェッショナル登竜門－フロンティア・アジ
アの地平に立つリーダーの養成－」が採択

平成 24 年度 YLC-t プログラムの採用者が決定される
～ YLC-t（Young Leaders Cultivation Tenure-
Track）プログラム～

平成 25 年度名古屋大学若手育成プログラムの採用者が
決定される　
～ YLC（Young Leaders Cultivation）プログラム～

文部科学省の事業「博士課程教育リーディングプログラム」は、優秀
な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍する
リーダーへと導くため、国内外の第一級の教員・学生を結集し、産・学・
官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世
界に通用する質の保証された学位プログラムを構築・展開する大学院教育
の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進すること
を目的としています。名古屋大学の「PhD プロフェッショナル登竜門－フ
ロンティア・アジアの地平に立つリーダーの養成－」（オールラウンド型、
プログラムコーディネーター :　杉山直高等研究院副院長）は、平成 24 年
10 月に同事業に採択されました。

同プログラムは、博士号を持ち、企業（起業を含む）・官公庁・マスコミ・政治・
司法・国際機関・NPO など、社会のあらゆる分野においてリーダーとし
て実践的に活躍する職業人、すなわち PhD プロフェッショナルの養成を
目標とします。まず、名古屋大学の持つ高い研究力に支えられた高度な専
門性をコアとして獲得します。その上で、さまざまな分野・背景の人々と
協働して創造的な成果を生み出すために必要な能力をコアに対するスポー
クと位置付け、ディベート力・自己表現力、コミュニケーション能力、マ
ネジメント能力、国際性と異文化・異分野理解力、自律的提案・解決能力
などのスポークを本プログラムにより獲得することを通じて、コアである
優れた学識が社会の中で真に発揮され得るようにします。スポーク能力を
も身に付け得る資質は、プログラム参加時の選考によって保証する。また
本プログラムでは、日本の新たな成長戦略としてのものづくり再生の鍵とな
る東南・南・中央アジアの諸国をフロンティア・アジアと位置づけ、そこで
活躍しうる人材を日本人・対象国からの留学生の双方において養成します。

同プログラムは高等研究院を母体に構築し、総長の強力なリーダーシッ
プのもと、部局横断的なマネジメントを実現します。また、高等研究院ア
カデミーメンバーを始めとするノーベル賞・文化勲章の受章者ら名古屋大
学を代表する研究者と、企業・官公庁・マスコミなどのトップリーダーが
プログラム担当者として企画段階から参加しています。さらに、高等研究
院が中心になって選考・育成している YLC 教員をメンターとして配置し、
異分野に通じるコミュニケーション能力の教育に貢献する予定です。

本学は、文部科学省の科学技術人材育成費補助事業「テニュアトラック
普及・定着事業」の支援を受け、高等研究院が中心となり、次世代を担う
若手研究者を育成するための「名古屋大学若手研究者育成・テニュアトラック

（YLC-t）プログラム」を実施しています。平成 24 年度は、医学系研究科
の応募が選定され、公募の結果、17 名の応募がありました。書面審査、
審査委員会審査及び面接審査を実施し、下記のとおり、採用者を決定しま
した。

平成 25 年度名古屋大学若手育成プログラム（YLC プログラム）につい
ては、36 名の応募があり、YLC 審査委員会による厳格な書類審査および
濵口総長、近藤高等研究院長をはじめとするヒアリング審査委員によるヒ
アリング審査を経て、下記のとおり、７名の将来を期待できる若手研究者
を採用しました。

平成 25 年度　名古屋大学若手育成プログラム採用者

採用された若手研究者には、独立した研究スペースと良好な研究環境が
与えられます。2015 年度に実施する最終審査において期待どおりの研究
成果を挙げたと評価されれば、本学のテニュアを取得できます。

なお、平成 23 年度の YLC-t 採用者の西山朋子理学研究科特任講師と島
田和之医学系研究科特任講師は、平成 24 年度科学技術人材育成費補助事
業「テニュアトラック普及・定着事業」の「個人選抜型」支援対象者に選
ばれています。

氏　　名

氏　　名

受入部局

受入部局

大河原 美静

ウミリデノブ アリシェル
加藤 孝盛
坂元 一真
福田 真希
松崎 真也
宮田 真路
米澤 康好

医学系研究科

法学研究科
多元数理科学研究科

医学系研究科
法学研究科
理学研究科

生物機能開発利用研究センター
多元数理科学研究科
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UBIAS インターコンチネンタル・アカデミー
（Intercontinental Academy）、サンパウロ大高等研
究院との共同実施が始動

水田洋高等研究院アカデミー会員、南京大学で講演

国際交流について

この度、本院は、サンパウロ大学高等研究院と共同で、UBIAS
（University-based Institute for Advanced Study、大学付属高等研究
院国際連盟）の若手育成のための新たな事業「インターコンチネンタル・
アカデミー」のホスト機関として務めることを正式に決定しました。

同事業の構想は、平成 24 年 3 月にインドジャワハルラール・ネルー
大学高等研究院で開催した UBIAS 運営推進会議で提起され、UBIAS の
ネットワークを活かして、次世代リーダーの育成に貢献することはその
狙いです。具体的には、同運営推進委員会が選定したノーベル級の研究
者 3 名により構成されるシニアアカデミーグループの指導のもとで、世
界の各高等研究院からの推薦に基づき、書類選考等により厳選された若手研
究者 15 名が、2 年間の間に、二つの大陸の二つの UBIAS において、それ
ぞれ一ケ月間滞在します。滞在期間中には、ある研究テーマについて、シニ
アアカデミーグループが作成したプログラムにしたがい、レクチャーや
ディスカッション等に参加しながら、共同研究を実施します。それにより、
若手研究者達の研究ネットワークが形成されることが期待されます。

本院では、同プログラムの実施について、基幹教員会議および高等研
究院会議での議論を経て、サンパウロ大学高等研究院と共にホスト機関
として務めることを決めました。これを受けまして、斎藤進および蔡大
鵬両基幹教員が、平成 25 年 2 月 14 日 ~17 日に、サンパウロ大学高
等研究院を訪問し、実施テーマおよびシニアアカデミーグループの構成
等について、同院の Martin Grossmann 院長と協議しました。さらに、
杉山直副院長と蔡基幹教員が、平成 25 年 3 月 3 日～ 6 日にイスラエル
高等研究院で開催した第 2 回 UBIAS 総会に参加し、同プログラムの基
本コンセプト、初回のテーマ、またシニアアカデミーグループの構成等
について発表し、参加した各機関の代表から承認を得られました。

初回の「インターコンチネンタル・アカデミー」は、“TIME”というテーマで、
平成 26 年 3 月にサンパウロ、また、平成 27 年 3 月に名古屋の日程で、
実施する予定です。

なお、本院は、2011 年より UBIAS 運営推進会議のメンバーとして
選出されています。

中国の南京大学で創立 110 周年記念式典がおこなわれる中、水田洋
高等研究院アカデミー会員による招待講演が、二度にわたって行われま
した。まず、平成24年5月19日（土）に、「第200回南京大学スミス・フォ
ラム：南京大学創立 110 周年特別記念レクチャー」において、「アダム・
スミスの自愛心について」というタイトルで講演されました。創立記念
式典に招待されていた濱口道成総長が来賓挨拶に登壇され、安藤高等研
究院副院長、蔡基幹教員が参加しました。水田先生は、100 名を超える
大学院生を前に、社会思想家としてのアダム・スミスについて解説され、
たくさんの熱心な質問にも答えられました。主催者によれば、中国にお
いて自由主義とアダム・スミスの真実の姿が語られた画期的な講演でし
た。レクチャー終了後、水田教授と濱口総長に、レクチャー楯が贈呈さ
れました。

続いて 5 月 21 日（月）に、「南京大学『思想の光』レクチャー・シリーズ」
において、「天皇制軍国主義下の日本における西ヨーロッパ近代思想（マ
ルクス主義を含む）の研究について――研究者の体験から」と題し、講
演が行われました。このレクシャー・シリーズは、南京大学が世界最高
水準の研究者を招き行うもので、「名古屋大学レクチャー」に相当する
ものです。今回の水田先生は、アジア圏から招聘された最初の研究者と
なりました。会場は 300 名を超える学生で熱気にあふれ、水田先生は、
ホッブズからアダム・スミスさらにはマルクスに至る西ヨーロッパ近代
思想史の流れがドイツ圏などを経て日本に複雑に屈折しながら導入され
る過程を、軍国主義の抑圧下での自身の研究者体験を組み込み、講演さ
れました。熱心な質問が相次ぎ、大幅な時間延長となりましたが、ホッ
ブズやスミスやマルクスについてだけでなく、天皇制や戦時弾圧につい
ての質問が相次ぎ、軍国主義に不屈の戦いを挑み続けた人間および研究
者としての水田先生への感動が表明されました。最後に、主催者を代表
して王明生南京大学博士は、自由の時代を迎えるにあたって中国はアダ
ム・スミスに多くを学ばねばならないが、『道徳感情論』の意義を忘れ

�記念品の贈呈
（左から、杉山副院長、Michal Linial イスラエル高等研究院長）
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水田洋高等研究院アカデミー会員、浙江大学で講演

平成 24 年 6 月 27 日（水）に、水田洋高等研究院アカデミー会員が、長
年の研究生活の中に収集した 18 世紀社会思想史関係文献の内の 7000
冊の日本語資料日本語を中国浙江大学図書館に寄贈するために、安藤高
等研究院副院長らと同大学に訪問しました。図書の贈呈式に先立ち、水
田先生は、浙江大学において、「天皇制軍国主義下の日本における西ヨー
ロッパ近代思想（マルクス主義を含む）の研究について――研究者の体
験から」と題し、講演を行いました。水田先生は、貴重な個人経歴や感
想等に触れながら、後進国としての日本が、いかにしてヨーロッパ思想
を導入し、またそれがどのような社会変革をもたらしたかについて、わ
かりやすく語りました。水田先生の講演を受け、浙江大学副学長羅 衛東
先生が謝辞に立ち、「先生はアダムスミス研究について、前人未到の偉
業を成し遂げられましたが、もちろんそれはアダムスミスの著書を誰よ
りも真剣に研究したご成果だと思います。先生はご自身の体験に基づき、
アダムスミスが何を問題にしていたか、何を考えていたか、また、何を
注目してきたかといった基本中の基本問題について我々の誰よりも理解
されていたのではないでしょうか」と水田先生の研究業績を高く評価し、
逆に今日の中国の研究者の研究姿勢を批判しました。さらに、中国で展
開している啓蒙思想研究の問題意識やその意義について、述べました。
その後に行われた図書の贈呈式では、羅副総長は、寄贈される水田先生
の貴重な蔵書に対して、浙江大学は多大なる感謝の念を持ってこれを「水
田文庫」として保管し、活用していきたいと述べました。

講演をする水田先生

てはならないと述べ、水田先生のレクチャーへの賛辞を締めくくりました。
南京大学での水田先生の講演は、名古屋大学と南京大学双方の高等研

究院間の研究交流をきっかけに実現しました。名古屋大学と南京大学は
2012 年学術交流協定 30 周年を迎えます。両大学の交流の今後の一層
の発展の上で、水田先生の今回の講演の大成功は、大きな意義を持つも
のでした。また、王明生博士によれば、水田先生の講演の成功は、政治
的にどのような軋轢が生じても、学問と学術交流の自由が不滅であるこ
とを示したという意味で巨大でした。

人事について

運営費について

平成 25 年 3 月 31 日付けで近藤孝男院長と福田敏男副院長が退任さ
れる予定です。新たな高等研究院院長には安藤隆穂副院長が、新たな副
院長には松本邦弘教授（理学研究科）と財満鎭明教授（工学研究科）が
就任される予定です。

本院は現在のところ、学内措置による設置であるため、高等研究院運
営費および研究プロジェクト推進経費を財源としています。平成 24 年
度予算は主に高等研究院の運営費や、広報費、本院の研究プロジェクト
採択者、専任教員およびテニュアトラック教員の研究支援経費に割り振
られた後、有効に使われています。


